
式辞を述べる　大城安弘 会長
（首里城下にチョウを翔ばそう会）

	なぜ、「オオゴマダラ」に決まったの？

	「オオゴマダラ」ってどんな蝶？

市内の認可保育園や認可外保育施設などの情報を手軽に検索できる
総合サイト「ナハノホイク」がはじまります！

公立・私立の認可保育園を始め、認可外保育施設、幼稚園など、保
育サービスを実施している施設の情報を、場所やサービスで検索した
り、絞り込むことができます。また、子育て支援やネットワー
クづくりに役立つ那覇市のサービス情報も紹
介して、家庭で保育をおこなっている方にも
お役立ていただけます。

利用はもちろん“無料”！。パソコンをはじ
め、スマホや携帯でも利用できます。キャラ
クターのハノホちゃんもよろしくね！

みなさんは、那覇市のシンボルを知っていますか？本市では市花の“ブーゲンビレア ( 昭和 58 年
10 月制定 )”、市木の“フクギ ( 同 )”、市花木の“ホウオウボク ( 同 )”、そして市の魚として“マグロ 
( 平成 22 年 8 月制定 )”を、これまでに「市のシンボル」として制定しています。そして、今回新たな 
市のシンボルとして「オオゴマダラ（別名 “南国の貴婦人”）」が市の蝶に決定しました。

お問い合わせ  　　総務課　☎ 862-9911

お問い合わせ こどもみらい課　☎ 861-6903

副市長
しろ  ま みき  こ

城間　幹子

本市は県内の政治や経済・商業活動などの中心地として戦後の廃墟から復
興を遂げ、現在では数多くの住宅や商業施設が建ちならぶ成熟した街となって
います。それに伴い、市内では緑豊かな場所が減少し、街中では蝶をはじめ
多くの生き物を見る機会が少なくなっております。

そのような中、自然環境の保全や再生に対する市民の関心を高めるため、
また、「環境共生都市　那覇」のイメージアップや観光産業の振興、さらには、
子どもたちの情操教育にも役立てることを目的に、今回「市の蝶」を制定する
ことにしました。

今回制定された「オオゴマダラ」は日本最大
の蝶で、ひらひらと舞うように飛ぶ優雅な姿から

「南国の貴婦人」の別名でも呼ばれております。
生息域は沖縄以南の亜熱帯地域で、南国を象
徴する蝶のひとつです。また、オオゴマダラの 
さなぎは鮮やかな「黄金色」をしており、神秘的で美しい輝きを放ちます。

最近では、地域住民のみなさまの活動のおかげで、市内各所で自然に舞う
オオゴマダラの姿が見られるようになりました。

今回の「市の蝶」の制定により、蝶が舞う緑豊かな自然を感じられるまちづ
くりに役立てるとともに、市民のみなさんが心の豊かさや楽しさを実感できる
ことを願っております。

3 月 9 日 ( 日 )、「市の蝶」がオオゴマダラに制定された
ことを記念し、首里公民館にて記念式典ならびに講演会が
開催されました。式典では制定までの経緯報告のほか、関
係者が祝辞を述べ、「市の蝶」の決定を祝いました。また
式典に続き、「那覇市の蝶選定と協働のまちづくり」と題し
た、翁長市長による記念講演も行われました。

最後は、会場を玄関前広場に移し、参加者みんなでオオ
ゴマダラを一斉に放蝶。優雅に舞う新たな「市のシンボル」
を眺めながら、那覇市の緑豊かな未来を描いていました。
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沖縄県内では約 80 種類の蝶が生息しております。これら県内で見られる蝶
の中から、特に市内でよく見ることができるか、蝶のインパクトや観光面にお
けるアピール度、蝶の育てやすさや親しみやすさ、知名度などさまざまな視
点から、「那覇市の蝶選定委員会」において、
活発に議論が行われました。

その結果、年中飼育できる育てやすさや
黄金色のさなぎの物珍しさ、沖縄が生息の
北限であり県外の観光客には珍しく、観光面
でも南国らしさをアピールできるなどの理由
から「オオゴマダラ」を市の蝶として選定。
その後、市民のみなさまからの意見聴取な
どを経て、今回の制定となりました。

市の新たなシンボル
「オオゴマダラ」に決定！

ナハノホイクで保育所探し！

検索
　してね

	どうして、「市の蝶」を決めたの？

◆◆◆記念式典・講演会が開催されました！！◆◆◆

開長約 13cmもある大きな蝶

「ナハノホイク」のトップページ
ハノホちゃん

“黄金色”に輝く、さなぎ

決意も新たに

ナハノホイク 検索

QR

ホームページ　http://www.nahanohoiku-nahacity.com/

南国の
　貴婦人
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